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衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
医
薬
品
の
承
認
審
査
等
に
お
け
る
外
部
専
門
家
か
ら
意
見
聴
取
す
る
際
の
運
用
方
針
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
正
し
く
は
、
「
審
議
参
加
に
関
す
る
遵
守
事
項
」
（
平
成
二
十
年
三
月
二
十
四
日
薬
事
・

食
品
衛
生
審
議
会
薬
事
分
科
会
申
し
合
わ
せ
。
以
下
「
遵
守
事
項
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
外
部
専
門
家
で
は
な
く
、
委

員
、
臨
時
委
員
、
専
門
委
員
及
び
必
要
に
応
じ
外
部
か
ら
招
致
す
る
参
考
人
（
以
下
「
委
員
等
」
と
い
う
。
）
又
は
そ
の
家

族
が
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
寄
附
金
等
の
受
領
額
の
基
準
も
五
百
万
円
を
超
え
る
額
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

諸
外
国
に
お
け
る
取
扱
い
を
勘
案
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

遵
守
事
項
は
、
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
薬
事
分
科
会
（
以
下
「
分
科
会
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
審
議
に
つ
い
て
、
よ

り
一
層
の
中
立
性
、
公
平
性
及
び
透
明
性
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
委
員

等
は
、
寄
附
金
等
の
受
領
額
が
五
百
万
円
未
満
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
審
議
に
参
加
す
べ
き
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

一



遵
守
事
項
に
お
い
て
は
、
委
員
等
は
、
寄
附
金
等
の
受
取
状
況
に
つ
い
て
自
己
申
告
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該

自
己
申
告
を
行
っ
た
委
員
の
人
数
は
、
平
成
二
十
年
五
月
か
ら
同
年
九
月
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
二
百
十
三
人
で
あ
る
。

寄
附
金
等
の
受
領
額
に
つ
い
て
は
、
「
受
領
な
し
」
、
「
五
十
万
円
以
下
」
、
「
五
十
万
円
超
〜
五
百
万
円
以
下
」
、

「
五
百
万
円
超
」
の
区
分
で
申
告
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
お
尋
ね
の
内
訳
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。

三
に
つ
い
て

遵
守
事
項
に
つ
い
て
は
、
本
年
六
月
に
設
置
さ
れ
た
「
審
議
参
加
に
関
す
る
遵
守
事
項
の
検
証
・
検
討
委
員
会
」
の
検
討

結
果
を
基
に
、
分
科
会
に
お
い
て
必
要
な
見
直
し
が
行
わ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
も
、
こ
の

よ
う
な
分
科
会
の
取
組
を
踏
ま
え
つ
つ
、
医
薬
品
の
承
認
審
査
等
の
更
な
る
中
立
性
、
公
平
性
及
び
透
明
性
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

二


